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実施計画
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本年度当初要求額 本年度当初要求額
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＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）
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源
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細
節

細
々
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歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 3年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
7. 土木費 5. 景観推進事業

3. 都市計画費

1. 都市計画総務費 都市計画課

（佐倉市）　　

第２章
人と自然が調和した安心して暮らせるまち（都市基 1,503

盤・住環境） 令和 3年度 501

臨時 単独 計画 0 0 350 基本施策１
都市計画・公共交通 令和 4年度 501

令和 5年度 501

施策３
景観形成による愛着と誇りを持てるまちづくりを推 令和 6年度 0

進します 令和 7年度 0

0

448 448

・景観審議会の開催 ・歴史・自然・文化から育まれた景観を活かし、身近な ・地域の特性を活かした景観形成を図ることにより、住

・景観法に基づく届出対象行為の事前協議 景観や生活環境を向上させ、地域の魅力を実感できる景観を形成するこ みやすい・住み続けたい住環境の創出や地域の活性化につながります。

・景観の啓発 とで、郷土愛の醸成や、にぎわいの創出、地域活力の向上を目指します ・住民の方や来訪者の方が、地域の魅力を感じることで、誇りや愛着が

。 持てるまちとなります。

・景観計画の推進や制度運用には、住民・事業者

の理解が不可欠であることから、周知方法等が重要となります。

01 381 701 △320

08 36 46 △10

10 31 10 21

差引一般財源 0 448 0 448


